
初めは長崎や諫早の税理士事務所に務

め、12年くらい色々と経験を積み、それか

ら独立して40年。一番景気の悪い時に独

立し、その後景気が良くなってという、ちょ

うどバブルの終わり頃に開業をしました。

その当時の顧客企業は、「5年～10年後に

は、どうなっているか分からない」という

時代でした。だが、景気が悪いと理解しな

がらの独立だったので、マイナスからのス

タート。「これからは上がるしかない、今は

体制を整える時期」という思いでスタート

をしたのを覚えています。周りの人から見れ

ば、順調に進んで行けたのではないかと思

います。様々な時代を経て40年を迎えられ

たことに、私自身の安心と、皆様への感謝の

気持ちでいっぱいであります。

経済の分岐点で
開業しました。

「数字」が好きで、
何よりも面白い。

やるべきことをやるだけ、
それが私のポリシー。

ネクスト・プラス
グループは、
創業　周年を
迎えることができました。
40

私は大学の法学部で、法に関わる仕事がし

たいと思っていたし、何より「数字」「算数」

が好きなのです。0～9までしかない数字

が、積み重なれば無限に広がる。そして終

わりがない。何よりも面白い。何にでもなれ

る世界共通のこの数字に興味を持ってい

たのが、きっかけの一つでもあります。

また、学生時代には、国家資格を取りたい

なと思っていました。大学2年の時に、サラ

リーマンではなく、独立した仕事がしたいと

実感。3年の時には授業と別に夜間の簿記

学校へ通い、受験勉強をしていました。当

時の風潮も、何かしら資格を取ろうという

ブームがあり、文系の3大資格は「弁護士・

公認会計士・税理士」。その中でも実務に

特化したのが「税理士」で実用的だと感じ、

更に強く「税理士」という職に惹かれました。

大変だと思ったことは一度もありません。

あまり触ったことのない事例も多々ありま

したが、同じ人間の考えたことだから、「自

分でも解決できるはず」いう考えがあるの

で、特別に大変だと感じたことはありませ

ん。税理士の業界では「税法」を扱っていま

す。法律としてきちんと記されているので、

それにしっかりと則っていけば、必ず解決

する答えを導き出せる。その思いが常にあ

ります。

未来に安心を届ける ネクスト・プラスグループ
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人間だけの「経験値」で。

想
い
を
つ
な
げ
て
、

「
ネ
ク
ス
ト
」時
代
へ
。

東邦義創　業　者
社員税理士

あ ず ま く に よ し

大学卒業後、事務所へ入社後、実務を学び

ながら受験勉強をしておりました。資格取

得後、独立へ。事務所立ち上げ当初は、家

内と2人でのスタート。その後、業務の円滑

化のため3～4人のスタッフ体制に人員を

増やしました。

お客さんというのは、「ひたすら頑張れば増

えるのかな」と思っていましたが、そうは上

手くいきませんでした。ですが、そう気にす

ることなく、規模の大きい・小さいお客様が

様々いる中で、どんな時でも手を抜くことは

ありませんでした。

時には「この方はもう来てくれないのではな

いか」と思うこともありました。ですが、ふと

思い返すと、「どうしてこのお客様は自分の

ところへ来てくれたのだろう」「誰の紹介

だったのだろう」「どうして紹介をしてくれた

のだろう」と思うことがほとんど。少しずつ自

分を信頼してくれて、頼ってきてくださった。

「東さんのところに任せれば、とことんやって

くれるので安心だ」と思っていただいたの

が、何よりも嬉しかったです。自分は、ただや

るべきことをやってきただけと思ってきた

が、この姿勢は間違っていなかったのだと、

今になって気づかせていただきました。

やはり時代の先を行く「東京」と、地方であ

る「長崎」では考えに差があると感じていま

した。税理士というのは、専門に特化した

業務。40年前に学んできた知識・自分のこ

れまでの物の捉え方が、古く感じることも

増えてきました。

息子がすることが正解かは分かりません

が、自分に無い考えがあることは確かです。

それをどうお客様が評価をして、どう成果

が出るのか。私自身はこれまでの経験値が

ありすぎて、「これをすればこうなるだろう」

という答えが分かってしまうのです。逆に

チャレンジができない考えになってしまっ

たので、息子のチャレンジが事務所にいい

変化をもたらしてくれるのではと、期待して

います。

現代はAIやデジタルの時代。機械が進化す

るのなら、我々は「経験値」でいく。

機械が答えを出しても、その過程・

道筋は多様です。同じ答えでも、

見方によってその背景が変わって

きます。これは人間にしか出せ

ない「経験値」です。専門外は

知らないことだらけ。少しずつ

積み重ねて自身の「経験値」

を増やして欲しいと

願います。

自分を頼っていただいた、
それが何よりの喜び。

戻ってきた息子へ、
想いを託して。

東邦義 プロフィール

長崎県諫早市生まれ
諫早小学校・諫早中学校
諫早高等学校 卒業

1947年 法政大学
法学部 法律学科 卒業

1970年

人生も
仕事も
誠実に！！
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